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 概要 
大阪大学サ

点（大阪市北区

ました（図 1）。
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 大規模可
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とはインターネッ
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するバーチャル

究者が可視化結

多くの可視化ソ

ンズの実現を

ースプールシ

ルシステムは、

ることなく、ソフ

ル」として、計算

、大規模シミュ

上に自在に各種

計算に必要な

単位に利用す

図

社会に与え

ドディスプレイ 

大型」、「高精細

全体像の把握」

寄るだけで見た

、大型・3D の

度から観察でき

から、複雑な立

     

テム 

コモンズ」を推進

であり、学際的

にはハイビジョン

ができます。ま

ルリアリティ機能

結果を同時に

ソフトウェアを備

推進していきま

ステム 

、図 3 のよう

フトウェアでハー

算性能を向上

ュレーション計

種デバイスを配

GPU の台数や

するソフトウェア

図 3: フレキシ

る影響 

細」、「3D」の

と「詳細の観察

たい部分を詳

の特徴から、自

きるため、模型

立体構造を分か

    

進するための周

的協働コミュニ

ンビデオ会議シ

また、モーション

能も備えていま

に眺めながら、

備えた 8 台の

ます。 

に、システムに

ードウェア構成

させる 48 台

計算などの高速

配置可能な世

や、ストレージ容

アごとに、性能の

シブルリソースプ

3 点を両立す

察」をいずれも

しく観察できま

動車や建築物

型などを作る手

かりやすく理解

  

周辺機器や端

ニティとして活

システムが接続

ントラッキング

ます。これらを活

知見を共有し

のデスクトップ P

に必要なコンピ

成を変更できま

台の GPU、大量

速読み書き処理

世界初の ExpE

容量を、物理ハ

の制約を受け

プールシステム

するため、広範

も行いたい場合

ます。同時に複

物などの三次元

手間を省き、短

解したい場合に

端末を導入して

活用する試みが

続されており、

グ装置を用いて

活用することで

し、意見を交換

PC を導入して

ピュータ資源を

ます。「CPU リソ

量のデータを保

理に対応する

Ether 技術(注

ハードウェアレ

けない研究環境

ム 

範囲な応用が

合に適します。

複数の人が観

元データを実物

短時間で正確な

にも適していま

ています。「サイ

が米国を中心に

画面を分割す

て、立ち位置に

で、関係機関の

換するといった

ており、ユーザに
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